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預
よ

言
げ ん

者
し ゃ

に�
耳
み み

をかたむける
キャロリーナ・マリン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

フランセスコはネルソン大
だい

管
かん

長
ちょう

の話
はなし

を聞
き

くのが楽
たの

しみでした。

このお話
はなし

は，アルゼンチンでの出
で

来
き

事
ごと

です。

フランセスコはまどの横
よこ

のソファーにすわって，
まどのわくにおもちゃの車

くるま

をならべていまし
た。
「聖

せい

文
ぶん

を読
よ

む時
じ

間
かん

ですよ」とママが言
い

いました。フ
ランセスコときょうだいたちがリビングに集

あつ

まると，
ママはモルモン書

しょ

を開
ひら

きました。
フランセスコは，ママがアビナダイの話

はなし

を読
よ

むの
を聞

き

いていました。アビナダイは預
よ

言
げん

者
しゃ

で，民
たみ

を教
おし

えようとしましたが，人
ひと

々
びと

は耳
みみ

をかたむけませんで
した。

「アビナダイって勇
ゆう

気
き

があったでしょう？」とママ
が言

い

いました。「アビナダイは人
ひと

々
びと

に教
おし

える大
たい

切
せつ

な
メッセージをイエス・キリストからさずかっていた
の。そして伝

つた

えるのをやめなかったのよ。」
フランセスコはうなずき，アビナダイが人

ひと

々
びと

に教
おし

えている様
よう

子
す

を想
そう

像
ぞう

しました。
「来

らい

週
しゅう

何
なに

があるか覚
おぼ

えているかい？」とパパが聞
き

き
ました。
「もちろん！」フランセスコは背

せ

中
なか

をまっすぐにし
てすわりました。「総

そう

大
たい

会
かい

！」

「そのとおり」とママは言
い

いました。「総
そう

大
たい

会
かい

では
預
よ

言
げん

者
しゃ

の言
こと

葉
ば

を聞
き

くことができるわね。」
すると突

とつ

然
ぜん

，外
そと

の通
とお

りから音
おと

が聞
き

こえてきました。
「今

き ょ う

日はかぼちゃにピーマン，トマトもあるよ！」と
大
おお

きな声
こえ

でよびかけています。
フランセスコはその声

こえ

を知
し

っていました。果
くだ

物
もの

と
野
や

菜
さい

を売
う

っている，ラモンです。毎
まい

日
にち

トラックで通
とお

りを走
はし

っては，どんな果
くだ

物
もの

や野
や

菜
さい

があるかをみんな
に伝

つた

えるのです。家
いえ

の中
なか

にいる人
ひと

にも声
こえ

が聞
き

こえる
ように，ラモンはスピーカーを使

つか

います。そうする
と，人

ひと

々
びと

は外
そと

に出
で

てきて食
た

べ物
もの

を買
か

うのです。
「りんごとおいしいバナナもあるよ！」ラモンの声

こえ

が聞
き

こえました。
フランセスコはある考

かんが

えがうかびました。「マ
マ！ 預

よ

言
げん

者
しゃ

はスピーカーみたいだね！」
「どういう意

い

味
み

？」と，妹
いもうと

がたずねました。
「ラモンがスピーカーを使

つか

うみたいに，イエス様
さま

は
預
よ

言
げん

者
しゃ

を使
つか

って御
ご

自
じ

分
ぶん

の言
こと

葉
ば

を分
わ

かち合
あ

われるん
だ。世

せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

が主
しゅ

の声
こえ

を聞
き

くことができるように
ね！」フランセスコはにっこりと笑

わら

いました。

何
なん

日
にち

かたって，もうすぐ総
そう

大
たい

会
かい

の時
じ

間
かん

です。パパ
はプロジェクターを設

せっ

置
ち

して，総
そう

大
たい

会
かい

をかべにうつ
して見

み

られるようにしました。ちょっと映
えい

画
が

館
かん

のよ
うな感

かん

じです！
ママは，みんなが総

そう

大
たい

会
かい

を見
み

ている間
あいだ

に食
た

べられ
るように，チョコレートチップクッキーを作

つく

りまし
た。預

よ

言
げん

者
しゃ

が話
はな

す番
ばん

になると，みんなむねをおどら
せました。
「聖

せい

約
やく

の道
みち

を進
すす

み，歩
あゆ

み続
つづ

けてください」とネルソ
ン大

だい

管
かん

長
ちょう

は言
い

いました。*
「ぼく，そうしたい！」とフランセスコは言

い

いまし
た。「でも，どうすればいいんだろう。」
「フランセスコはもうそうしているよ。」パパがほ

ほえみました。「バプテスマを受
う

けることで，イエ
ス・キリストにしたがったね。そして今

いま

も毎
まい

日
にち

，主
しゅ

に
したがおうと努

ど

力
りょく

することで，聖
せい

約
やく

の道
みと

にとどまる
ことができるんだ。」

フランセスコはにっこりと笑
わら

いました。イエス・
キリストにしたがいたいと思

おも

いました。預
よ

言
げん

者
しゃ

にし
たがうことによって，それができるのです！ ●

* 「霊
れい

的
てき

推
すい

進
しん

力
りょく

」『リアホナ』2022 年
ねん

5 月
がつ

号
ごう

，98

あなたはどのように預
よ

言
げん

者
しゃ

にしたがうことができますか。
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